
初秋採りブロッコリーの適品種と栽培法

[要約］勧秋探りのＺ且-2-皇_旦二として、 品種は「ブルーボーイ」と「グリーンコ

メット」が優れる。播種型は７月10日以降が望ましい。 早採りのための７月初旬播種

では、出蟹期以降に遮熱資材を株の上にトンネル状に被覆し、空４述を励行すると小

花の黄化・枯死の発生は少なくなる。
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［背震・ねらい］

本県での、９月から10月上旬にかけてのブロッコリーの頂花曹の生産は極めて少なく、

Ｍ級以上の花曹の周年生産による安定供給が困難となっている。そのため、初秋採り用ブ
ロッコリーの適品種を選定するとともに、早採りのための播種期の限界及び小花の黄化・

枯死の発生の少ない栽培法を穂立する。

［成果の内容・特徴］

①初秋採り用の品種で、早採り用としては「グリーンコメット」が適している。また、品

質的には「ブルーボーイ」が花曹の盛り上がり、凹凸､締り具合いで優れている（表１）。

②頂花曹を９月から10月にかけて収穫する作型では、６月播種は本圃での高温により花篭

小花の黄化・枯死等の障害花篭が多く発生するので、７月10日以降の播種が望ましい（表

２）。

③７月初旬播種の場合、花篭小花の黄化・枯死の発生防止には、本圃において出曹期であ

る９月初めからの遮熱資材によるトンネル被覆が有効であり、これにかん水を励行すると

花曹の肥大が促進される（図１）。

［成果の活用面・留意点］

①品種と播種期及び栽培法を組み合わせることにより、作柄が安定するとともに、一部９

月採りの作型が可能となる。

②遮熱涜材は、トンネル金を利用してブロッコリー株の上面50cm鮒後のみに被覆し、トン

ネルの側面は開ける。
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表ユ品種と収穫時期及び花蟹の特性(平成2年）

表２播種期と収穫盛期及び小花の黄化・

枯死花篭の発生（平成2.4年）
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注)①播種期：７月１日②花篭の凹凸：５(良)～１(劣)．③小花の大きさ：大・中・小．

④小花の揃い：３(良)～１(劣)．⑤花畜の色：５(渡)～１(淡)．⑥花畜の締り：５(良)～１(劣)．

⑦Ｌ：ﾘー ﾌｲー の略､Ｙ：小花の黄化・枯死の略．
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図ユ栽培法と花菅璽及び小花の箕ｲﾋ･枯死花蓄の発生
（平成4年７月１日播租）

注）①試験区の内容
対照：鋪処理

遮熱：遮熱炎材(ﾋ゙ ｱﾚｽﾌｲﾙﾑ光線透過率
７０％)を株上から被覆

遮熱十水：遮熱炎材被覆十PF2.2でかん
水処理

②遮熟炎材の抽覆は９月１日より

[その他］
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